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はじめに

阪神･淡路大震災から5年を迎えようとしている。今年は、トルコ、台湾で大きな地震災

害が発生し、多くの被害が生じ、今後困難な復興の過程が待ち受けている。両国の被災地

を訪れると、改めて阪神･淡路大震災の被害の甚大さを思い知らされる。同時に、どちら

も被災者の生活再建が復興対策の中心に位置づけられてきている。これらに対して、阪神

･淡路大震災は多くの教訓を与えることになる。特に、わが国の防災においては、これま

で考えられてこなかった生活再建過程については、私たち自身が、この5年間をふりかえ

り、教訓を体系化する必要がある。この調査は、この巨大な都市災害から立ち直ろうと努

力してきた被災地の人々の努力を科学的に調査し、次の災害に備えることを目的としてい

る。

この報告書には、平成10年度、１１年度の２年度にわたって実施した「震災後の居住地の

変化と暮らしの実情に関する調査」の結果がまとめられている。本調査は、最も被害が甚

大だった震度7又は都市ガスの供給が停止した阪神及び淡路地域を対象に、平成11年３月に

実施した。回答者の抽出を無作為に行い、震災発生から4年間の被災地の人々の動きのパ

ターンを明らかにすることと、それにある程度、定量的な予測を与えることを狙いとして

いる。また、実数を正確に知る術がない被災地外へ移動した被災者については、入手可能

な資料の中では最も規模の大きな県外在住者向けの「ひょうご便り」の送付先リストを母

集団として、その特徴を明らかにした。

本調査は、震災4年目の時点での実態把握と今後の防災への寄与を目的として、兵庫県

が企画し、財団法人阪神･淡路大震災記念協会からの委託事業として、京都大学防災研究

所巨大災害研究センターが実施した。調査設計から報告書の作成まですべてにわたって、

関西学院大学社会学部立木茂雄教授には多大なご指導をいただいた。また、関西学院大学

大学院生田村圭子さん、京都大学大学院生木村玲欧くんには多大な貢献をいただいた。調

査の実施はハイパーリサーチ社の浦田康幸さんに全面的にご協力をいただいた。最後に、

兵庫県生活復興局生活復興推進課及び神戸市生活再建本部の全面的なご協力がなければ、

この調査が実施できなかったことを記して、謝意にかえたい。

明確な終了点を持つ研究は存在しない。その意味では、本報告書もすべてを語りつくし

たわけではない。今後も研究報告書の形で、今回の経験を教訓化する作業をここに集まっ

た仲間と続けていく所存である。なお、この報告書が今後の災害対策の一助となれば望外

の喜びである。

京都大学防災研究所教授

林春男
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